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目的:女 子学生の生活態度や意識 につ いて,現

時点 での実態 を捉 え,今 後,Personality研 究 や,

自己 同一性の研 究,及 び,適 応 に関す る研究の基

礎 資料 とす ることを目的 として着手 した次第であ

るが,第 一報での予備調査か らは,社 会 ・文化 的

影 響 を受 けてSubjectsの 価 値感 や,態 度 ・意 識

は中庸 であ り,従 来,青 年期独 自の もの としてみ

て きた,い わゆ る純粋 さ,い ちづ さ,情 熱的,能

動 的,等 々……の特性 は認 め られ なか った。そ こ

で,今 回は,Subjectsを 増 や し調査 した結果 を報

告す る。

方法:質 問紙法 に依 り回答 を求めた。調査期 間

は1986年10月 で ある。調査対象 は女子学生(1年

次)147名 。 調 査項 目は,1人 生 観 関係,H自 己

関係,皿 友人 ・生活 関係,N家 庭 関係,V学 校 関

係,VI国 家 社会生活 関係,W未 来 関係,W異 性 関

係,を 設定 した。

結果及 び考察:1人 生 観関係 では,(1)「 人 生で

何 を求 め ます か。」 に対 し,1位 は,幸 福 な結 婚

103名(70.1%),2位 は,円 満 な家庭 の建設102

名(69.4%),3位 は,他 人 との誠 実 や愛101名

(68.7%)で,国 家 への献 身,信 仰 に依 る救 い,

等 は皆 無であ った。即 ち,女 子青年独特 の価値観

である幸福 な,円 満な,誠 実 な結婚,家 庭 や愛 を

築 くという姿が見受 け られたが,Subjectsの 生 き

る時代,社 会 ・文化 的影響が映 し出 されている。

(2)「宗 教 を信 仰 しますか。」 に対 し,信 仰 に関心

が ない122名(83.0%),(3)「 道 に迷 っている人 を

見 た ら どうします か。」 に対 し,た ず ね られれ ば

教 え る122名(83.0%)で あ った。(4)「 人 間の本

来 は善か悪 か。」 に対 し,善 で も悪で もない66名

(44.9%),善 で ある54名(36.7%)で あ った。(5)

「も ともと頼れ るの は自分 だけだ とい う意 見 に賛

成ですか。」 に対 し,い いえ90名(61.2%),は い

57名(38.8%)で あ った。(6)「 今 の社会 で はあ く

せ くしないで のんび りす るのが大切 だ。」 に対 し,

は い84名(57.1%),い い え62名(42.2%)で あ る。

(7)「お 金 は貯金 す るよ り使 った方が よい。」 に対

して,い いえ83名(56.5%)で あ り,又,分 らな

い34名(23.1%)も い た。 自己同一性形成過程 に

あ るSubjectsは,中 聞 性 を示 し,モ ラ トリア ム

的な存在 に もある。

Table1人 生 観 関 係*()内 はパ ーセ ンテ ー ジ

〔1)人生 で 何 を求 め て い ます か。

他 人 との 誠 実 や 愛101(68.7)

お 金 や 地位33(13.0)

や りが い の あ る仕 事43(29.3)

信 仰 に よ る救 い0(0)

円 満 な 家庭 の建 設102(69.4)

国 家社 会 へ の献 身2(1.4)

趣 味 に合 っ た生 活43(29.3)

幸福 な結 婚103(70.1)

そ の他0(0)

何 を求 め て よ い か分 らない1(0.7)

2)宗 教 を信 仰 します か 。

信仰 に よ る救 い を求 め て い る23(15.6)

神 や仏 等 信 じられ ない1(0.7)

信仰 に関 心 が ない122(83.0)

3)道 に迷 って い る人 を見 た ら ど う します か 。

声 をか けて み る25(17.0)

たず ね られ れ ば教 え る122(83.0)

気 にか け ない0(0)
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(4)人 間 の 本性 は本 来 善 か 悪 か い ず れ だ と思 い ます か 。

善 で あ る54(36.7)

悪 で あ る 、17(11.6)

善 で も悪 で もな い66(44.9)

分 らな い10(6.8)

(5)「 も と も と頼 れ る の は 自分 だ け だ」 とい う意 見 に 賛

成 で す か 。

`よL、57(38.8)

し、し、え90(61.2)

(6)「 今 の社 会 で は あ くせ く しな い で の ん び りす るの が

大切 だ 」

cまU、84(57.1)

し、し、え62(42.2)

(7)「 お 金 は貯 金す る よ り使 っ た方 が よい」

Gまレ、30(20.4)

し、レ、え83(56.5)

分 ら な い34(23.1)

ll自 己 関係で は,(1)「 自分の性格等について満

足 してい ます か。」に対 し,や や不満70名(47.6%),

や や 満 足 して い る50名(34.0%),不 満24名

(16.3%)で あ った。(2)「 自分 の性格 につ いて。」

は,普 通49名(33.3%),や や 内向性45名(30.6%),

や や 外向性39名(26.5%)と 回 答 してい る。(3)「自

分の話 し好 きにつ いて どんなに考 えるか。」に対 し,

や や話 し好 き60名(40.8%),普 通52名(35.4%),

非 常 に話 し好 き20名(13.6%)で,話 す ことは嫌

いは皆無であ った。(4)「 自分 の意志 は強い と思 う

か。」 に対 し,や や弱 い50名(34.0%),や や 強い

43名(29.3%)で,非 常 に弱 いは皆無で あった。

(5)「自分 の人柄 に魅力があ ると思 うか。」 に対 し,

普 通78名(53.1%),や や魅力が ない37名(25.2%),

や や魅 力的24名(16.3%)で,非 常 に魅力が ない

は皆無 であった。(6)「 進 学,就 職,結 婚等,重 要

な 問題 は誰 に相 談 す るか。」 に対 し,両 親46名

(31.3%),友 達43名(29.3%),母 親38名(25.9%)

で あ った。(7)「理 想 とす る人物,作 家,芸 術 家。」

は両親8名(5.4%),山 口百恵3名(2.0%),シ

ョパ ン2名(1.3%)で あ った。(8)「休 日の過 し方。」

は,町 を ぶ ら つ く112名(76.2%),音 楽81名

(55.1%),次 い で,ラ ジ オ,テ レ ビ72名(49.0%)

で あ っ た 。 以 上 の よ う に 中 庸 で あ り た い,そ して,

青 年 の 志、向 す る 人 物 は,ひ と 頃 と は 極 端 に 異 る 傾

向 が み ら れ,余 暇 の 過 し方 も受 け 身 的 で あ る 結 果

が 得 ら れ た 。

TableII自 己 関係

(1)自分 の性 格 等 につ い て 満 足 して い ます か 。

満 足 して い る3(2.0)

や や満 足 して い る50(34.0)

や や不 満 で あ る70(47.6)

不 満 で あ る24(16.3)

(2)自 分 の性 格 につ いて ど ん な に考 え て い ます か 。

非 常 に外 向性 で あ る10(6.8)

や や外 向性 で あ る39(26.5)

普 通(い ず れ で もな い)49(33.3)

や や 内向 性 で あ る45(30.6)

非常 に 内 向性 で あ る4(2.7)

(3)自 分 の話 し好 き につ い て どん な に 考 え ます か 。

非 常 に話 し好 きで る20(13.6)

や や 話 し好 きで あ る60(40.8)

普 通52(35.4)

や や 話 し好 きで ない15(0.2)

話 す こ とは非 常 に嫌 い で あ る0(0)

(4)自分 の 意志 は強 い と思 い ます か 。

非 常 に強 い 、6(4.1)

や や 弓蚕レ、43(29.3)

普 通39(26.5)

や やL>50(34.O).

非 常 に弱 い9(6.1)

(5)自分 の 人 柄 は魅 力 が あ る と思 い ま す か 。

非 常 に魅 力 が あ る2(1.4)

や や魅 力 的 で あ る24(16.3)

普 通78(53.1)

や や魅 力 が 足 りな い37(25.2)

非 常 に魅 力 が な い6(4.1)
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(6)人 間 と して他 の 人 と比 較 して ど ん な に思 い ます か 。

非 常 に 優越 感 を持 っ て い る0(0)

や や優 越感 を持 って い る7(4.8)

普 通 、104(72.8)

や や劣 等 感 を持 って い る31(24.1)

非 常 に劣 等 感 を持 っ て い る2(1.4)

(7)進 学,就 職 結 婚 等 重 要 な問 題 は誰 に相 談 す るか 。

母 親38(25.9)

友 達43(29.3)

父 親1(0.7)

両 親46(31.3)

お 世 話 に な っ て い る先 生4(2.7)

姉 ・兄6(4.1)

お ば さ ん1(0.7)

(8)特 に理 想 とす る 人物,愛 好 す る作 家,芸 術 家

山 口百 恵3(2.0)

両 親8(5.4)

佐 藤 愛 子2(1.3)

シ ョパ ン2(1.3)

い わ さ き ち ひ ろ2(1.3)

三 浦 綾 子1(0.7)

S・ ワ ン ダ ー1(0.7)

(9)休 日 を どの よ うに 過 す こ とが 多 いで す か 。

ス ポ ー ッ23(15.6)

映 画 ・演劇 等 を見 る26(17.7)

ラ ジ オ ・テ レ ビ72(49.0)

読 書13(8.8)

音 楽81(55.1)

町 を ぶ らつ く112(76.2)

ノJ、方n彳こテ 广6(4.1)

勉 強 す る4(2.7)

家 族 の者 と と もに過 す28(19.0)

造 形 美 術2(1.4)

室 内遊 戯1(0.7)

け い こ事1(0.7)

特 に何 も しな い でぶ ら ぶ ら して い る18(12.2)

そ の他34(23.1)

満足 している60名(40.8%)で あ った。(2)「 心 を

うちあ けて話せ る友人がい るか。」 に対 し,い る

139名(94.6%)で あ った。(3)「 友 達つ き合 いは

深入 りしない方が よいか。」 に対 し,い い え130名

(88.4%)で あ る。(4)「 閑 な とき友人 とどんな雑

談 をす るか。」 に対 し,恋 愛 や異性等 につ いて119

名(81.0%),人 生 ・哲 学論100名(68.0%),次

いで,学 業,職 業,友 人等 につ いて85名(57 .8%)

で あ った。即 ち,友 人 は重要な相談相手で,深 く

つ き合い,人 生や,身 近な出来事 を話 し合 う位置

を 占 め て い る。(異 性 の 友 人 に 話 す は133名

(90.4%)で あ る。)

皿友人 ・生活 関係(1)厂 現 在の友人に満足 してい

るか。」 に対 し,や や満足 している63名(42.9%),

Table皿 友 人 ・生 活 関係

(1)現 在 の 友 人 関 係 につ い て 満足 して い ます か 。

満 足 して い る60(40.8)

や や 満 足 して い る63(42.9)

満 足 して い な い20(13.6)

分 ら ない4(2.7)

(2)ど ん な こ とで も心 を う ち あ け て話 せ る友 人 が い ます

か 。

い る139(94.6)

同性133(90.5)

異性2(1.4)

両 方4(2.7)

い な いb7(4.8)

(3)「 友 だ ち つ き合 い は 深入 り しな い方 が よ い」

Cまし、17(11.6)

い い え130(88.4)

(4瀾 な と きに友 人 と どん な雑 談 を しまか 。

政 治 ・経 済 等 につ い て1(0.7)

衣 食住 等 につ い て56(38.1)

学 業,職 業,友 人等 に つ い て85(57.8)

将 来 の希 望41(27.9)

恋 愛 や異 性 等 につ い て119(81.0)

人 生 ・哲 学 論3(2.0)

趣 味,娯 楽 論100(68.0)

そ の他3(2.0)
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N家 庭 関係(1)「 現 在 の家庭 に満足 しているか。」

に対 し,満 足 して いる69名(47.0%),や や 満足

51名(34.7%)で あ り,不 満であ るは皆無 であっ

た。(2)「 家 族 につ いて どんな に考 え ます か。」 に

対 し,(イ)父 の愛情 ……○厳 しい中に人間の本当 の

愛 を教 えて くれ る。 ○形 にな らないが良い と思

ってい る。 ○もう少 しや さ しくして欲 しい。又,

反 面,○ 頑 固で古 い。 とも記述 してい る。(ロ)母の

愛情 … …○何 も言 わ な くて も良 く理 解 して くれ

る。 ○神経 質 で心 配 が多 い。 ○や さ しい 人。

○病気 を した時 な どしみ じみあ りが たい と思 う。

な どがあ り,Negativeな 回答 は得 られなか った。

の そ の他 の家族 ……○時に はケ ンカ して も,よ く

考 えて くれ る。 ○う ま くや って い る。 ○祖母

は心配性。 と,主 に姉弟 を中心 に考 えてい る(核

家族化 の普 及 を反 映 してい る)。 又,Negativeな

反 応 はみ られなか った。即 ち,家 族 関係 は,父 親

に,家 族への無関心性 の反応 が出ているが,問 題

視 まです る程度 の もので はない よ うであ った。(3)

「親 の考 え方
,生 き方の くいちがいは。」 に対 し,

い くらかあ るが苦 に しない101名(68.8%)で あ

った。(4)「隣近所 の家 とうち とけた交流があ るか。」

に対 し,あ る110名(74.8%)で あ った。(5)「 家

族 の収 入 は充 分 と思 うか。」 に対 し,充 分87名

(59.2%)で あ る。(6)「 お 母 さん を どの ように し

てあ げたい と思 うか。」に対 し,も っと趣味 や楽

しみ を持 って もらいたい109名(74.1%),次 い で,

母 が 年 を とって か ら も一緒 にい てあげ たい93名

(63.3%),家 族 み なが もっと母 を理解 してほ しい

42名(28.6%),夫 や 子供 に頼 るだけで な く自分

自 身 の 生 き る 目的 を持 たせ て あ げ た い42名

(28.6%)で あ り,母 親 について はかな り古典 的

生 き方 に映る ようであ る。(7)「 青 年期 に両親 その

他 に反抗 を感 じま したか。」 に対 し,や や反抗 し

た82名(55.8%),強 い 反抗41名(27.9%)と,

約83パ ーセ ン トの者が,そ の過程 を通っているこ

とを示 している。

TableN家 庭 関係

(1)現在 の家 庭 に満 足 して い ます か。

満足 して い る69(47.0)

や や 満足 して い る51(34.7)

や や不 満 で あ る23(15。6)

不 満 で あ る3(2.0)

(2)親 の考 え方 や生 き方 の くい ちが い が あ ります か 。

あ る36(24.5)

い く らか あ るが 苦 に しな い101(68.7)

な い10(6.8)

(3隣 近所 の家 とう ち と け た交 流 が あ ります か 。

あ る110(74.8)

な い37(25.2)

(4)家庭 の収 入 は充 分 と思 い ます か 。

充 分87(59.2)

不 充 分60(40.8)

(5)お母 さん を どの よう に して あ げ た い と思 い ます か 。

も っ と趣 味 や楽 しみ を もっ て もら い た い109(74.1)

家 族 み な が もっ と母 を理 解 して ほ しい42(28.6)

経 済 的 に もっ と独 立 させ て あ げ た い32(21.8)

夫 や子 ど もに 頼 る だ け で な く自分 自 身 の 生 き る 目的 を

持 た せ て あ げ た い42(28.6)

家 に ば か り こ もっ て い な い で 芸 術,政 治,社 会 問 題 な

ど もっ と外 の こ と に関 心 を もって ほ しい25(17.0)

母 が 年 を とっ て か ら も,も っ とい っ し ょに い て あ げ た

レ、93(63.3)

(6)青年 期 に両 親 そ の 他 に反 抗 を感 じた か 。

強 い反 抗 を感 じた41(27.9)

や や反 抗 を感 じた82(55.8)

あ ま り反 抗 的 で な か った23(15.6)

全 く反 抗 を感 じな か った 丶1(0.7)

V学 校 関係 では,(1)「 今 までの学校生活 に満足

してい ますか。」 に対 し,や や満足85名(57.8%),

や や 不満41名(27.9%)で,不 満 は,わ ずか7名

(4.8%)で あ った。(2)「 進 学す るのは次 の項 目の

いず れが主 な理 由か。」 に対 し,教 養 を身 につ け

る135名(91.8%),次 い で,将 来 の職業生活 や結
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婚生活 を有利 にす るため130名(88.4%),他 の 人

達 が進学 するので66名(44.9%)で あ った。 この

項 目は現代女子学生の 自主性の無 さを示 す特徴 で

もあろ う。(3)「学 校 は就職,結 婚 に有利 な手段 か。」

に対 し,は い137名(93.2%)で あ る。(4)「 今 の

学校 は試験で優劣 を決めて人 間性 を無視 している

か。」 に対 し,は い106名(72.1%)で あ った。(5)

「学 校で は社 会で役立 つ技 術 や知識が得 られない

か。」 に対 し,い いえ107名(72.8%)で,得 られ

る と回答 している。(6)r学 校 で は学生,生 徒 の意

見 が 反 映 さ れ て い な い の か。」 に対 し,86名

(58.5%)の 者 が はい と回答 してい る。(7)「 現 代

は能力 よ りも卒業 した学校 によ り就職,将 来が決

まる社 会である。」に対 し,は い84名(57.ユ%)で,

や や多いが,そ うとも言い切 れない反応 もみ られ

た。

TableV学 校 関係

(1)今までの学校生活に満足 していまか。

満足14(9.5)

やや満足85(57.8)

やや不満41(27,9)

不満 『7(4.8)

(2)進学するのは次の項目のいずれが主たる理由である。

将来の職業生活や結婚生活を有利にするため130(88.4)

教養 を身につけるためである135(91.8)

他の人達が進学するので自分も進学したい66(44.9)

親が上級学校へ進学 した方が将来得であるとすすめる

36(24.5)

将来 は親の職業や家柄などによって決まるから進学は

必要ない0(0)

上級学校へ行 くのは時間の浪費だ,若 い時から働いた

方がよい0(0)

上級学校へ行 きたいが生活のため働かなくてはならな

U、1(0 .7)

その他8(5.4)

(3)学校 は就職や結婚に有利になる手段となっているか。

4まレ、137(93.2)

いいえ10(6 .8)

(4)今 の 学 校 は 試 験 の成 績 で 優 劣 を決 め て 人 間性 を無 視

して い るか 。

`まし、 、106(72.1)

U、し、え41(27.9)

(5)学 校 で は社 会 で 役 立 つ技 術 や知 識 が得 られ な いか 。

`よレ、37(25 .2)

い い えu107(72 .8)

(6)学校 で は学 生 ・生 徒 の意 見 が 反 映 さ れて いな い。

1まレ、86(58 .5)

L、レ㍉え61(41 .5)

(7)現 代 は 能 力 よ り も,卒 業 した 学 校 に よ り就 職 ・将 来

が きま る社 会 で あ る。

Gよレ、84(57 .1)

レ、し、z63(42 .0)

VI国 家 社会生活関係(1)厂 我 が 国で生れ,生 活す

ることに満足か。」に対 し,満 足90名(61.2%)で,

不 満 は皆 無であ った。(2)「我 が 国に とって何が重

要 か。」 に対 し,平 和 な社 会 を築 くこ と116名

(78.9%),次 い で社会保障 に力 を入 れ,ゆ った り

した生 活 にす るこ と87名(59.2%),自 然 を大切

にす る こ と79名(53,7%),次 い で伝統 や文化 を

大切 にす ること57名(38.8%)で あ った。(3)「 道

路 な ど公 共事業のために立 ち退 きさせ られ る人達

の反対運 動 を どう思 うか。」 に対 し,権 利 の主張

と して当然 だ99名(67.3%),不 当 だ22名(15.0%)

で あ った。(4)「 国全 体の利益 に重点がおかれす ぎ

て国民一 人一人 がなお ざ りに されてい るか。」 に

対 し,は い82名(55.8%),い い え62名(42.2%)

で,や や その ようにみている。(5)「 人 間の信頼 よ

り規則 や法律 に縛 られ る社会 であ る。」 はい88名

(59.9%)で あ った。(6)「国民 の望 む反対の政治か。」

に対 し,は い128名(87.6%)で あ った。(7)「 金

さえあれ ば とい う物質万能 の社 会か。」 に対 し,〆

は い113名(76.9%)で あ る。(8)「 人 間の将来 は

職 業や家柄で きまる。」に対 し,は い77名(52.4%)

で あ る。(9)「 大 人は現状維持 を大切 に しす ぎてい

る。」に対 し,は い99名(67.3%)で あ る。(lo)「老
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人が気 の毒 な社 会だ。」に対 し,は い78名(53.1%)

で あ る。(11)「国 は国民 の権利 や福祉 を守 ってい る。」

に対 し,や や充分 でない84名(57.1%)で あ った。

(12)「社 会 に対 し不満 を持つが選挙権の行使 で積極

的態 度は とらないか。」に対 し,は い91名(61.9%)

で あ り,か な り批判 的態度 を取 ってい る点で,こ

の項 目については青年期 らしさがみ られた。

TableV【 国 家 社 会 生 活 関係

(1)我 が 国 に 生 れ,我 が 国 で 生 活 す る こ とに 満 足 して い

る か。

満 足90(61.2)

や や満 足48(32.7)

や や不 満6(4.1)

不 満1(0.7)

(2)我 が 国 に とっ て次 の ど れが 重 要 か 。

伝 統 や文 化 を 大切 にす る こ と57(38.8)

産 業 を奨励 し,経 済 生 活 を豊 か にす る こ と37(25.2)

社 会保 障 に 力 を入 れ,ゆ っ た り した生 活 にす る こ と

87(59.2)

平 和 な社 会 を 築 くこ と116(78.9)

自然 を大切 にす る こ と79(53.7)

国 際社 会 で尊 敬 され る こ と32(21.8)

そ の他2(1.4)

(3)「 道 路 な ど公 共 事 業 の た め 立 ち退 き させ ら れ る 人 達

は しば しば反 対 運 動 を お こ し ます 」 そ の 運 動 につ い て 。

権 利 の主 張 と して 当然 だ と思 う99(67.3)

公 共 の福 祉 の た め不 当 だ と思 う22(15.0)

そ の他24(16.3)

(4)「 国 全 体 の 利 益 に重 点 が お か れ す ぎ て 国 民 ひ と りひ

と りが な お ざ りに され て い る」 と思 うか 。

占よレ、82(55.8)

い い え62(42.2)

(5)「 国 民 の の ぞ む こ と と反 対 の政 治 が 行 わ れ て い る こ

とが あ る」 丶

`よし、128(87.1)

い い え19(12.9)

(6)「 人 間 の 信 頼 よ り規 則 や 法 律 に 縛 ら れ て い る社 会 で

あ る」

1よし、88(59.9)

い い え59(40.1)

(7)金 さえ あ れ ば 何 で もで き る物 質 万 能 の社 会 にな って

い る。

Cまし、113(76.9)

し、し、え34(23.1)

(8)「人 間 の 将 来 は 親 の職 業 や 家 柄 に よ っ て 事 実 上 き ま

って い る」

1まし、77(52.4)

い い え69(46.9)

(9)「大 人 は現 状 維 持 を大 切 に しす ぎて い る」

cまレ、99(67.3)

い い え48(32.7)

(1①「老 人 が 気 の 毒 な社 会 だ 」

GまL、78(53.1)

い い え69(46.9)

(11)「国 は国 民 の権 利 や福 祉 を守 って い る」

充 分1(0.7)

や や充 分60(40.8)

あ ま り充 分 で ない84(57.1)

全 くだめ2(1.4)

(12)社会 に対 して 不 満 を持 っ た と仮 定 しど ん な 態 度 が い

い か。

選 挙 権 を行 使 す る く らい で そ れ以 上 積 極 的 な 態 度 は と

らな い91(61.9)

その 理 由

個 人 の力 で は及 ばな い と ころ に 問題 が あ る か ら

76(51.7)

社 会 の こ と は誰 か 適 当 な 人 が や れ ば よい か ら

2(1.4)

自分 に と って 他 に も っ と大切 な こ とが あ る か ら

4(2.7)

合 法 的 範 囲 で 積 極 的 な行 動 に訴 え る29(19.7)

場 合 に よ って は暴 力 な ど非 合 法 的 な手 段 に も訴 え る

1(0.7)

あ ま り関心 が な く何 もや らな い26(17.7)
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W未 来 関係(1)「 人 類の英知 で世界大戦 はさけら

れるだろ う。」に対 し,は い91名(61.2%)で あ る。

(2)「人類 の英知 で地球の汚染や資源 の減失 は防げ

るだろ う。」 に対 し,い いえ100名(68.0%)で,

悲 観 的な見方 をしてい る。(3)厂30年 後 にはもっと

住 み よい社 会 になっているだろ う。」 に対 し,い

いえ109名(74.1%)で あ る。

Table～ 歴 未 来 感 関係

(1)「 人類 の英 知 で世 界 大 戦 は さけ られ る だ ろ う」

4まし・、90(61.2)

いい え57(38 .8)

(2)「 人類 の 英 知 で 地 球 の 汚 染 や 資 源 の 減 失 は 防 げ る だ

ろ う」

`よし、47(32.0)

い い え ・100(68 .0)

(3)「30年 後 に は も っ と住 み よい 社 会 に な っ て い るだ ろ

う」

1まレ、38(25 .9)

し、L、え109(74。1)

皿異性関係(1)厂 結 婚につ いて,見 合 い結婚 と恋

愛結 婚 と どち らが望 ま しいか。」 に対 し,恋 愛結

婚95名(64.6%)で あ る。(2)「結 婚 の相手 を選ぶ

と きの条件 。」 に対 し,愛 情116名(78.9%),性

格107名(72.8%),経 済102名(69.4%)で あ り

健康 は58名(39.5%)で あ る。(3)「性 的変化(初

潮)に つい て どう感 じたか。」 に対 し,い や な感

じ87名(59.2%),嬉 しか った81名(55.1%),不

安 な感 じ66名(44.9%)で あ る。(4)「 性 的知識を

どんな経路で得 たか。」に対 し,学 校134名(91.2%),

雑 誌 ユ21名(82.3%),テ レ ビ,映 画等71名(48.3%)

で あ る。(5)「 現 在,特 に愛情 を感 じてい る異性つ

いて。」に対 し,い る75名(51.0%),い ない68名

(46.3%),そ の他3名(2.0%)で あ る。(7)「 現

在純 潔ですか。」に対 し,純 潔である140名(95.2%),

ち が う7名(4.8%)で あ る。(8)「 結 婚 した場合

相手 の家族 との 同居つ いて。」 に対 し,別 居 した

い80名(54.4%),ど ち らで もよい51名(34.7%),

同居 して よい16名(10.9%)で あ った。(9)「 同性

愛 を感 じた経験が あ りますか。」 に対 し,そ の他

と答 えた者111名(75.5%)で,次 い で軽 い 同性

愛 を持 っ た20名(13.6%),強 い 同性 愛 を持つが

異性へ の愛情 は別 である10名(6.8%),強 い 同性

愛 を持ち異性 への愛情(興 味)は ない3名(2.0%)

で あ った。(lo)「結 婚す る場合相手の純潔 につ いて

どう考 え ます か。」に対 し,殆 ど問題 に しな い87

名(59.2%),純 潔 で ある ことを希 望す るがあ ま

り拘泥 しない53名(36.1%),絶 対 に純潔 であ る

こ と を求 め る7名(4.8%)で あ っ た。 即 ち,

Subjectsの 環 境的要因に より得 られた結果 でろ う。

TableVIQ異 性 関 係

(1)結 婚 に つ い て,見 合 結 婚 と恋 愛 結 婚 と ど ち らが 望 ま

しい か 。

見 合結 婚10(6.8)

恋 愛結 婚95(64.6)

どち らで も よい42(28.6)

(2)結婚 の 相手 を選 ぶ とき次 の どれ を最 も重 要 とす るか 。

健 康58(39.5)

愛 情116(78.9)

知 能(学 業成 績 等)18(12.2)

性 格107(72.8)

容 姿10(16.8)

経 済(生 活 能 力)102(69.4)

職 業2(1.4)

家 庭環 境6(4.1)

糸屯言絮2(1.4)

そ の他1(σ.7)

(3)性 的変 化(初 潮)に つ いて どん な感 じ を持 ち ま した か 。

うれ しか っ た18(12.2)

い や な感 じ81(55.1)

は ず か しい感 じ87(59.2)

不 安 な 感 じ66(44.9)

予 期 した もの が 生 じた 感 じ47(32.0)

大 人 に な った 感 じ ゴ・46(31.3)

誰 か に打 ち 明 け た い 感 じ9(6.1)

そ の他3(2.0)
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(4)性 的 知 識 を主 と して どん な 経路 で得 ま した か。

家 族27(18.4)

学 校134(91.2)

図 書15(10.2)

雑 誌121(82。3)

テ レビ ・映 画 等71(48.3)

そ の他3(2.0)

(5)現在 特 に愛 情 を感 じて い る異性 が い ます か 。

い る ・75(51.0)

い な い68(46.3)

そ の他3(2.0)

(6)結婚 前 の性 的 関係 を認 め ます か 。

避 け るべ きで あ る33(22.4)

愛 情 が あ れ ば い い72(49.0)

愛 情 が な くて もい い1(0.7)

分 らな い41(27.9)

(7)現在 純 潔 で す か 。

純 潔 で あ る140(95.2)

純 潔 で な い7(4.8)

(8)結 婚 した 場 合 相 手 の 家族 との 同居 につ い て。

同 居 して よい16(10.9)

別 居 した い80(54.4)

どち らで も よい51(34.7)

結論:本 調査の結果から,① 人生観,自 己,家

庭,学 校,国 家社会生活,未 来,異 性,の 各関係

については,か な り現代的(文 化の)色 彩のある

傾向もみられ,又,友 人 ・生活関係にも勿論その

傾 もあるが,い わゆる青年期独 自の匂いも強いこ

とから,こ れらの関連について,今 後,調 査 ・分

析を続けてゆきたい。又,手 もとにある10年前の

未発表の資料 との比較考察を綿密にしてゆきたい。
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